
膜分離

混合物の分離を目指すグリーン機能膜
機能性分離膜を物質分離に適用することで物質分離を省エ
ネルギーに行うと共に煩雑な操作を行う事なく連続的な分
離操作が可能になります。

 従来技術と研究技術の比較 
　不要物の処理に伴う損失を減少し且つ連続的省エネルギーに行うことが求められています。
　本研究は化学工業、医薬品工業、食品工業における物質分離膜の設計から性能評価までを一貫
して実施します。

 実用の可能性 
　光学異性体の分離、バイオフュエル精製、水溶液から
特定金属のイオン濃縮・除去、混合気体の分離などあら
ゆる混合物からの特定物質の分離・精製を可能にします。
図のように「グリーン機能膜の活用」で環境問題・医療
問題（高齢化社会）・資源エネルギー問題の解決支援が
できます。

 技術の裏付 
簡易分子インプリント法の適用であらゆる高分
子材料を分子認識材料へ変換
S1：鋳型分子と分子認識部位形成候補物質の相互作用
S2：鋳型分子の除去
S3：鋳型膜の完成（分子認識および透過径路の構築）
S4：鋳型膜による分子認識・輸送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
分子インプリントナノファイバー膜化による選
択性を維持した処理速度の向上
・ナノファイバーにすることで表面積が増大できます。
・ナノファイバーは数ｎｍ～ 100ｎｍを採用します。
　（膜性能は膜輸送速度（処理量）ならびに選択性の両
者により決定されます。）

・生体膜に学び、生体膜を超える―を目標に機能性分離
膜の創成を行っています。

膜
分
離
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本研究を踏まえた未来の化学プラントの想定
　現在は環境問題の解決策として、大気汚染に対しては二酸化炭素、SOx、NOx、フロンガスな
どの除去、水汚染に対しては、VOC除去、内分泌攪乱物質などの除去等々、個別の対策がなされ
ていますが、グリーン機能膜を採用することで装置を単純化、小型化できます。
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・光学分割膜の創成
・ナノファイバー膜による光学分割
・分子インプリント法を適用した分離膜創成
・蒸気透過膜によるバイオフュエルの精製
・高分子擬似液膜による物質分離
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